
【結果と考察】

親和欲求は中学生に比べ大学生が低い結果と

なった。大学生には，単純に一緒に遊ぶことや

一緒にいることをのみを求める親和欲求の他に，

お互いに尊重しあいたいという気持ちがあるた

めに存在する親和欲求があると推測される。

対友人不安感情尺度の因子分析の結果，笠原

ら（2012）の研究では２因子が抽出されたのに

対し，本研究では４因子が抽出された。よって

仮説３は支持された。また，大学生は中学生よ

りも対友人不安感情が低かった。学校段階にお

ける生活環境が影響していると考えられる。

友人とのつきあい方尺度の因子分析の結果，

笠原ら（2012）の研究では４因子が抽出された

のに対し，本研究では５因子が抽出された。「気

遣い」以外，内容も異なる因子が抽出されたた

め，大学生と中学生には友人とのつきあい方に

違いがあることが明らかになった。

友人関係モデルを検討するため，重回帰分析

によるパス解析を行った結果，親和欲求から対

友人不安感情の一部に対する有意なパスが示さ

れたため,仮説ｌは部分的に支持された。また，

対友人不安感情尺度のすべての因子から友人へ

のつきあい方に対する有意なパスが示され，４

つの因子のうち，３つが「気遣い」に対する有

意なパスが示されたため,仮説２は支持された。

男子と女子を比較すると，先行研究より，親和

欲求は男子よりも女子の方が強いことが明らか

になっていたことから，親和欲求と強い関連が

ある対友人不安感情に与える影響も女子の方が

大きくなると考えていたが，本研究では示され

なかった｡よって,仮説４は支持されなかった。

今回の調査では，中学生と大学生の発達差を

明らかにしたが，小学校，中学校，高等学校，

大学と発達段階的に調査を行うことで，友人関

係の構造や特徴をより明確に捉える必要がある。

また，理想とする友人関係が異なると，生じる

欲求や不安感情も異なってくることが推測され

る。今後はこれらを含め，検討を行う必要があ

る。（指導教員豊村和真教授 ）
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【目的】

我々の身近な集団として友人グループが存在

する。笠原・島谷（2012）は，中学生を対象と

し，親和欲求，対友人不安感情，友人とのつき

あい方,友人関係満足度の関連を検討している。

親和欲求は青年期において中学校，高校，大学

とすべて学校段階で強く持っていることが明ら

かになっている。しかし，先行研究より友人へ

の不安感情，友人とのつきあい方には，性差と

発達差があることが明らかになっているため，

中学生と大学生には対友人不安感情や友人との

つきあい方に差が生じると考えられる。本研究

では，友人関係で最も基本的な欲求である「親

和欲求」に着目し，親和欲求は対友人不安感情

に影響を及ぼす，また，対友人不安感情が友人

とのつきあい方に影響を及ぼすという友人関係

モデルを仮定し，検討する（図ｌ)。また，笠原

ら(2012)が行った調査結果と比較するために，

中学生と大学生の差，つまり発達差及び性差に

ついても検討する。この２つを本研究の目的と

する。
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図１友人関係モデル

本研究にあたり以下の作業仮説をたてた。

１．大学生において親和欲求は対友人不安感

情を高める。

２．対友人不安感情は友人とのつきあい方に

おいて，「気を遣うつきあい方」を強める。

３．中学生と比較すると大学生では不安感情

の抽出因子数がより多くなる。

４．大学生において男子よりも女子の方が親

和欲求が対友人不安感情に与える影響は

大きい。

【方法】

札幌市の大学生ｌ～２年生１４７名(男性５０名，

女性９７名）を対象に質問紙法で調査を行った。

質問紙は親和欲求に関する９項目，対友人不

安感情に関する１８項目，友人とのつきあい方に

関する１６項目の計４３項目から構成される。
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